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小・中学校段階における病弱児指導

５ 教育活動での配慮（指導の工夫）その１

☆学習の遅れ（学習空白）について☆

治療を最優先させる医療方針や「病気だから、無理して勉強しなくても」といった理由も

あり、病気の子どもにとって「学ぶ」機会が置き去りにされてしまうなど、何らかの理由に

より教科等の未学習部分が生じた事態を『学習の遅れ』や『学習空白』として表現していま

す。病気による入院の場合（特に長期間の入院）や、治療効果を上げるための長期間に渡る

生活制限は、小学校入学後の教科指導に関わる部分に未学習（「学習の空白」）を生じさせ

るだけでなく、場合によっては、乳幼児期からの生活全般に関わる「生きる力」の習得にも

影響を与えることになります。

病気の種類や状態、また心理的な側面から学習を優先しない方が良い場合が確かにある一

方、『学習の遅れ』や『友達や家族との距離感』を不安がっている子どもが多いことも事実

です。「子どもは本来どんな状況であっても学びたい」という内発的な要求（思い）を抱え

ていることを、しっかりと受け止めて、学校として学習が継続できる環境を整えていく方向

で応えたいものです。

☆基礎的・基本的事項（指導内容）の精選について☆

入院や通院、治療等のために「やむを得ない」ながら、学習時間の制約を受けることや休

憩や治療等による学習の中断で、学習内容の理解や定着が妨げられやすいことも、病弱児の

指導場面においては起こり得る状況です。さらには、病状による運動制限や投薬の副作用に

より意欲が減退するといった、学習活動を行っていく上での本人自身の課題もあります。

特に、病院内に設置される院内学級については、児童生徒個々の入院期間（在籍期間）が

異なるため、同じ学年であっても学習進度に差があったり使用する教科書が個々に異なるな

ど、指導の工夫は本当に多岐に渡ります。指導内容の連続性に配慮した学習活動を行うこと

が必要になることを十分に踏まえた取り組みを準備したいものです。

各教科の指導計画の作成に当たっては、児童生徒の実態を十分に考慮し、教科の特性を踏

まえて指導内容を精選し、基礎的・基本的な事項に重点を置いて指導します。この際には、

教科として習得すべき事項とともに、一人一人の実態に基づき個々の児童生徒にとって必要

な事項についても十分考慮して精選し、教科相互の関連を図るなどして効果的な学習ができ

るようにすることも大事になります。教科それぞれの目標や指導内容の関連性を検討し、指

導内容の不要な重複を避けたり、重要な指導内容が欠落しないよう配慮しながら、指導時数、

時間配分、指導方法などについても相互の関連を考慮した上で指導計画を作成することが必

要です。

必要に応じて、教科間の関連性を図るだけでなく、道徳、特別活動、自立活動、総合的な

学習の時間等との関連も考慮したいものです。


